
 

 

 

 

 

 

２学期は８１日間の登校日がありました。様々な学校行事、各学年の活動もたくさんありました。

今年度、大曽根小学校では「自己調整」というキーワードをもとに、子どもたちが授業や様々な活

動を通じて、これからの答えのない「予測困難な時代」や「超スマート社会」を力強く生き抜いて

いくための力を身に付けられるように教育活動を行っています。これまでのように教師が一方的に

知識を教え込む教育ではなく、子どもたちが自ら学び、自ら考える力を伸ばせるよう、私たち教員

も教育の在り方を見直し、新た

な挑戦を続けています。地域や

保護者の皆様とともに、未来を

切り拓く子どもたちを見守り、

支えられる環境をつくっていけ

ればと願っています。令和７年

もよろしくお願いいたします。 

さて、本日の終業式での児童

代表の言葉を紹介します。 

 

 

 

11月 14日、21日、28日の３回にわたり、dance studio MPFのＭＡＫＯこと鈴木ゆみ子代表を

講師にお招きし、体育の授業としてすべての学年がダンス教

室を行いました。鈴木先生からは、毎年本校児童のノリの良

さ、ダンスに向かう気持ちが素晴らしいと褒めていただきま

した。高学年はかなり高度なダンスに挑戦したのですが、最後

まで諦めずに取り組んでいました。ダンス授業のようす（動

画）は現在、ポータルサイトでも見られるように編集中です。 

 

山形市立大曽根小学校 

学校だより 

令和６年１２月２４日 

校 長 

土井 正路 No.13 やまなみ 

 

二
学
き
に
が
ん
ば
っ
た
こ
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
ね
ん 

あ
べ 

れ
い 

ぼ
く
が
、
と
く
に
が
ん
ば
っ
た
こ
と
を
三
つ
は
な
し
ま
す
。 

 

一
つ
め
は
、
こ
く
ご
の
『
う
み
の
か
く
れ
ん
ぼ
』
で
、
い
き
も
の
ず
か

ん
を
か
い
た
こ
と
で
す
。
ウ
ツ
ボ
や
ツ
バ
ク
ロ
エ
イ
の
か
く
れ
か
た

を
い
っ
ぱ
い
し
ら
べ
て
、
く
わ
し
く
か
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

二
つ
め
は
、
生
か
つ
か
の
リ
ー
ス
づ
く
り
で
す
。
じ
ぶ
ん
で
そ
だ
て

た
、
あ
さ
が
お
の
ツ
ル
で
つ
く
り
ま
し
た
。
ど
ん
ぐ
り
の
ト
ト
ロ
を
グ

ル
ー
ガ
ン
で
く
っ
つ
け
ま
し
た
。
か
わ
く
ま
で
、
ち
ょ
う
せ
い
し
て
つ

け
る
の
を
が
ん
ば
り
ま
し
た
。 

 

三
つ
め
は
、
き
ゅ
う
し
ょ
く
で
た
く
さ
ん
か
ん
し
ょ
く
し
た
こ
と
で

す
。
一
学
き
は
、
す
き
な
も
の
を
さ
き
に
た
べ
て
い
た
の
で
、
か
ん
し

ょ
く
は
ほ
と
ん
ど
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
二
学
き
は
、
に
が
手

な
も
の
か
ら
た
べ
た
の
で
、
か
ん
し
ょ
く
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。 

 
三
学
き
も
、
か
ん
し
ょ
く
で
き
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。
ま
た
、

に
が
手
な
か
ん
字
も
あ
き
ら
め
な
い
で
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。 

 

回覧用 



11月 15日（金）は 1，2年生、12月 3日（火）

は３・４年生と５年生，６年生が学習発表会を行い

ました。今年度より、各学年ごとに発表日を設定

しています。1 年生は言葉遊びやダンス（パプリ

カ）、2 年生はスイミーの寸劇を発表してくれまし

た。３・４年複式では合唱とリコーダーの演奏、紙

コップを使ったリズム遊び、バラエティに富んだ音楽の

学習を発表してくれました。5 年生は総合学習で取り

組んだ米づくり、里芋栽培の振り返りと国語で学んだ

学習成果を発表してくれました。その中では自分の読

んだ伝記も紹介してくれました。6 年生は本地区を盛

り上げる活動として計画した「ひまわり迷路」について

発表してくれました。6 年生がどのような思いをもって取組み，うまくいかなかったことも含め、寸劇でも

表現してくれました。それぞれの学年とも工夫されており、見応え・聞き応えがある発表でした。 

 

 

 

 

12月１２日（木）のロング昼休みはﾄﾞﾘｰﾑｽｸｰﾙ委員会企画の「読書クイズ」を縦割り班で楽しみました。本や

読書に関するクイズ、図書館で本を探さないと答えられないクイズなど、クイズを通して読書に親しむこと

ができました。いくつか問題を紹介します。 

・『手袋を買いに』「『ごんぎつね』『でんでんむしの

かなしみ』 この本の作者は？」 

・「三匹のやぎのがらがらどん」で橋の下に住んで

いるのは何でしょうか？」 

・「11匹の猫」で、リーダーはだれ？ 

早く終わった班は上学年が下学年に紙芝居を読

んであげていました。この企画を通して、読書に少

しでも興味をもつ人が増えるといいですね。 



 

 

 

 12 月１９日（木）のロング昼休みは友だち班（縦割り

班）で遊びました。高学年の皆さんが中心となり、みん

なが楽しむことができる遊びを行いました。フルーツバ

スケットやコマ回し、カルタとり、ドッジボールなど、班

ごとに思い思いの遊びを楽しむことができました。寒い

日でしたが、グラウンドにでて鬼ごっこを楽しむ班もあ

りました。いっぱい走ったからあったまったかな？この

企画は１月、2月にも行う予定です 

この活動のめあて（6年生が考えてくれました） 

  「友だち班の仲がもっと深まるようにし、いつでも班のみんなが明るい気持ちになるようにしよう！ 

    

 

 

 ちょこっとサイエンス 

 

  

 ３年生の理科の授業をのぞくと、電気の勉強をしていました。3 年生では、回路のことと電気を通すもの、

通さないものについて学びます。子ども達はそれぞれが豆電球と電池がセットになった装置を使って、実

験を行い、電気回路について調べています。ある程度の勉強が終わ

ったところで、子ども達に電気を通すものってどんなものか聞いて

みました。すると「金ぞく」ということばがでてきました。そこで、折

り紙の『金紙』『銀紙』、ケーキなどに使う『アラザン』、クリスマスツリ

ーの飾り付けに使う金色のボールのような材料（右）を見せ、予想し

てもらいました。どれも金属のような見た目はしていますが、紙や食

べものなので、かなり迷っていました。実際に確かめてみると、アラ

ザンと銀紙だけが電気を通しました。金紙は表面をけずったり、接触部分に強く力をかけたりすると電気が

通りました。アラザンのような食べ物が電気を通すなんて驚きでした。もっとも金属っぽいボールは表面を

けずっても、強く押しつけてもまったく電気が通りませんでした。このボールは金属ではないのでしょうか。 

 

みんなが明るい気持ちになれたら、最高ですね。よりよい学校をみんなでつくり上げていきましょう！ 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の予定】 

 12/25（水）                     １／１５（水） 教職員研修日  １/２３（木） 避難訓練 

～１/6(月) 冬季休業             １，２年１３：１５下校     １/２７（月）（6年生のみ） 

 １/7(火) ３学期終業式１４：００一斉下校    ３～６年１４：００下校      山形八中主催新入生オリ 

１/９（木） 身体測定                １/１７（金） １．２年雪上教室 1/28（火）新入児童オリ 

山形市理科研究発表会     

優秀 ６年 星野 晴凪 

「後明沢川の環境について」 

  

 

 

山形市理科研究作品展  

  １年 寒河江遥斗「ぐるぐるフライパン」 

  ３年 阿部 日群「連発式ゴム銃」 

 

 

山形市こども造形展 

  1年 大井 星波 

  2年 坂井 優斗 

  3年 奥田 晴也 

  4年 坂井 悠真 

  4年 土屋 春輝 

  5年 岸  柚希 

  6年 土屋 栞奈 

  6年 星野 晴凪 

山形市読書感想画コンクール 

入選 

  4年 星野 心香 「飛べ‼遺伝子を超えて」を読んで 

  ６年 鈴木 柚葉 「戦争ゼロ」になってほしい！ 

 

 

【山形九小会場での理科研究発表会のようすから】 

栄光を讃えて 

山形市水泳記録会 記録突破者 

  6年 星野 晴凪 

  6年 岸  漣輝 

  6年 土屋 栞奈 

  

   

 

 

第 43回全国児童画コンクール 

 （おーばんグループ） 

入選 1年 阿部  礼 

 

   

  

   

 

 

晴凪さんの研究は市の代表として県

の理科児童研究誌に掲載されます 

学校からの年賀状の取りやめについて 
   

これまで大曽根小学校では、国語の学習とも関連させ、学校名で全児童に年賀状を送っていました。 

しかしながら、以下の理由から、今年度より年賀状送付を取りやめることといたしました。 

・はがき代の高騰による負担の増加、学級担任が個人負担で対応していた現状、  

・個人情報保護の重要性の高まり、働き方改革の推進に伴う業務負担軽減 

何卒ご理解いただけますようお願い申し上げます。 

保護者の皆様、どうぞご家族そろって良いお年をお迎えください。 

 

 


